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事 業 説 明 書
2扶  1項   2日  16事 業

課所名  総務部総務課

(施策の大綱〉 芸術 文化の振興           (施 策)劇 と財の保護保全 重備と活月        (基 本,夫〉 文

`ヒ

IIの普及啓発と史村の整備

新規  ・ 徊 D ・ 廃 11

【事 業 名】
【説明項目】

アーカイブズ関係経費

公文書館の設置等について

【26年度】   7,308千円 【25年度】   6,391千 円 【増減額】     917千 円

1 事業の目的

行政運営 しの役口を終えた (非現用)公文書並びに古文書のうち、市政及び市民の営みを伝える歴史資
料として重要なものを評価選別のうえ保存し、市民及び職員のtl」 覧などに供するほか、これに関連する調
査研究を行うことにより、「市民の知る権利」や 「後十tへの説明責任Jに応え、市民及び職員がHiの営み
をlEし く理解し、未来のあり方について考える機会を確保するほか、無用の紛争を回避し、あるいは問題
を解決する証拠として、現在の住民生活や行政活動に資することを目的とする。

2 事業の目標 (数値目標 )

① 大仙市公文r:館 (仮称)を設置する。
② 行政運営上の役日を終えた公文書並びに古文書を評価選別し、歴史資料として重要なものを保存し、

市民等の利用に供するほか、これに関連する調査,F究 を行う。

3 事業の概要

① 公文書館の設置…Ⅲr成 26年度 基本設計、シンポジウム

② 公文 1:館設置準備室 (仙北庁舎)… 平成26年度設置
③ 非現用公文吉の評価選

"1- 
平成26年度 仙北支所ほか (対象簿冊 約17,000冊 )

④ 古文 1:調査研究 ¨平成26年度 池国家文書 (仙北地域)、 山口家文吉・大沢郷村文書 (西仙北地域)

⑥ 歴史資料利活りΠ… 平成28年度以降

※ 平成28年度に旧双葉小学校 (強首字上野台1)を改修して公文書館を設置する。
※ 古文吉については、H録化 デジタルデータ化のほか、市民ボランティアの協力を得て整ll 解読

も行つている。また、大学教授の指導のもと古文書調査を実施している.特に池国家文古の調査では、
近世 近代における地主形成の過程を明らかにするとともに、秋口藩政の具体的な統治のあり方の解明
を目指す。

4 これまでの成果と今後の方向性

(1)こ までの主な成果
① 公文 1:の H録化により職員の文書検索に伴うコストを削減し、未返却等による文「卜の散逸も防いで

Vヽ る。
・ 本庁文吉 (旧 大山市文書含む)6,770件 (明治16年から平成24年まで129年分)

中仙支所文書 (旧 町文書含む)6,176件 (明治14年から平成21年まで128年分)

太日支所文書 (旧 ml文書含む)5,537件 (明治22年から平成17年まで116年分)

② 占文吉の日録化 (3万件超)の ほか、デジタルデータ化、解読を継続している。

(2)今後の方向性
① 公文書については、神岡・西仙北 協和 南外・仙北支所にある11町村文書を中心に早期に目録化

をLEめ る。
② 古文書については、市民ボランティアの協力のもと、古文書の整理・解説を進めるほか、蓄積され

た情報を刊行物やインターネット等で市民の利用に供する。
③ 歴史資料を一箇所で保存 活用できるよう平成28年度の公文書館設置を目指す。

《H25年度の実績見込みを踏まえた事務事業評価の見直し内容》           t 総合評価
(今後の方向性)

① 各支所における歴史資料の分散管理は、保存や利用上の日1題が多いことから、これ
を解消するため、公文書館を設i置する。

② 歴史資料の公開や調査研究に際しては高度な専Fl性が要求されることから、組織体 1  拡充
tlを整備する。                                |

5 財源内訳

予算額 国県文出金 市債 その他 一般財源

7,308 ０
コ 6,353

【国県文11金 】 社会資本整備総企交付金 (1/2補助)

【そ の 他】
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事 業 説 明 書
2款  l項  4日  141事業

新規 ・
〇   廃止 課所名 総務部 管財課

(施策の大綱)行 財政運営の効率化      (施 策)公 共施設の適工な

"理
         〈基本 ,業)′デ合等の維持管理

【事 業 名I 庁舎改修事業費

【説明項目】 事業内容について

126年度1  272,985千円 【25年度】 128,229千円 【増減額】   144,756千円

1 事業の 目的
地震による建築物の倒壊等の被害から生命、身体及び財産を保護するため、既存庁合の

耐震補強を実施する。

2 事業の 目標 (数値 目標 )

本庁舎及び支所庁舎は、災害時に重要拠点施設として位置づけられていることから、国
で定める耐震の基準値 (Is値06)の 1 25倍 の Is値 0 75を 目標値として設定し、耐

震補強工事を実施する。
・協和庁舎 (S53築) 24年度耐震診断 25年度実施設計・26年度耐震補強工事

仙北庁舎 (S49築) 24年度耐震診断・25年度実施設計・26年度耐震補強工事

3 事業の概要

■協和庁舎
補強工法 ピタコラムエ法 (外付工法)10構 面・アンボンドエ法 (内付工法)12構 面

耐震補強及び改修 (外壁塗装)工事

耐震補強及び改修工事 設計監理業務委託

耐震補強及び改修工事 工事監理業務委託
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■仙北庁舎
補強工法 パラレルユニットフレームエ法 (外付工法)14構 面

耐震補強及び改修 (外壁塗装 サッシ改修・ブ

耐震補強及び改修工事 設計監理業務委託

耐震補強及び改修工事 工事監理業務委託
その他の工事 (事務室照明器具更新工事)

4 これまでの成果 と今後の方向性
25年度には大曲庁舎及び大由庁合車庫棟の工事が完成 し、協和庁舎及び仙北庁舎の実施

設計が完了した。 26年度は、協和庁舎及び仙北庁舎の工事を実施する。

《H25年度の実績見込みを踏まえた事務事業評価の見直し内容》

庁舎等の耐震化工事は、災害時に重要拠点施設になることから、早期完成を

目指すものである。

1 総合評価
|(今後の方向lV■ )

1改善しながら
1  継続

5 財源 内訳

予算額 国県支出金 市債 その他 一般財源

272,985 65,750 195,600 0 11,635

【国県文出金】14秋 2項 6日 住宅 建築物安全ストック形成事業補助企

【市 lit】  21訳 1項 1目 庁舎改修 l・ 業債
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事 業 説 明 書
2款  4項   3日  10事業

⑩
¨

・ 継続  ・ 廃止

大綱〉

課所名  選挙管理委員会事務局

(lt本 事業)

【事 業 名】

【説明項目】

秋田県議会議員選挙執行経費

秋田県議会議員選挙の執行について

【26年度】   11,963千 円 【25年度】     千円 【増減額】    11,963千 円

1 事業の目的

平成27年 4月 29日 の任期満了に伴う秋田県議会議員一般選挙の管理執行を行うものである。

2 事業の日標 (数値 目標 )

秋田県議会議員一般選挙における立候補者について、大仙市開票区における得票数を確定させるための

選挙の準jIIを行うものである。

3 事業の概要

◇  ポスター掲示場 496簡 所

◇  主な ,算措置

・  職員時Hl外勤務手当 844千円 (投票管理者等依頼事務 選挙人名簿作成事務時間外手当)

入場券印刷代 361千円 (投票所入場券印刷)

ポスター掲示板作成費 2,955千 円 (12区画ポスター掲示板作成)

入場券発送費等役務費 3,702千 円 (入場券郵送料・投票管理者等依頼文書郵送料等)

・  ポスター掲示場設置等委託費 4,068千 円 (掲示場設置委託・掲示場敷地除雪委託)

4 これまでの成果 と今後の方向性

《H25年度の実績見込みを踏まえた事務事業評価の見

新規事業なので該当なし

5 財源内訳

予算Fll 国県支出金 1,tミ その他 一般財源

11,963 11,963 0

【国県支出0】

【そ の 4L】

15款 3項 1目 秋田県議会議員選挙突委託金 11,963,000円

1-3



事 業 説 明 書
2次  4項  4口  10事業

⑩
¨

・ 継続  ・ 廃止

大綱 )

課所名  選挙管理委員会事務局

(某本 事美 )

【事 業 名】

【説明項目】

大仙市農業委員会委員選挙執行経費

大仙市農業委員会委員選挙の執行について

【26年度】   27,489千 円 【25年度】     千円 【増減額】    27,489千 円

1 事業の目的

平成26年 7月 30日 の任期満 rに伴う大仙市農業_/員会委員一般選挙の管理執行を行うものである。

2 事業の目標 (数値 日標 )

大仙市農業委員会委員 般選挙における立候補者について、得票数を確定させ、当選人を決定する。

3 事業の概要

◇  選挙区数及び定数 8選挙区 40人
◇  期日前投票 告示日の翌日から投票日の前日までの 6日 間 (市内8箇所)

◇  不在者投票 告示日の翌日から投票日の前日までの 6日 間

◇  当日投票 午前 7時～午後 6時 市内50笛所

◇  選挙会 (けH票) 午後 7時開始 市内 8綺所

◇  主な予算措置

・  管理者・立会人報酬 4,202千円 (選挙長 立会人、当H・ 期日前投票管理者・立会人の報酬)

・  職 _「t時‖l外勤務手当 16,626千 円 (当 日投開票事務・期日前投票事務従事者の時間外勤務手当)

・  臨Fキ職員等賃金 1,229千 円 (期 日前投票所等事務補助員・投票所設営撤去人大)

・  各種看板代等需用費 2,217千 円 (各種啓発看板、入場券・投票用紙の印刷)

・  入場券発送等役務費 2,274千 円 (入場券郵送料、テ1数機点検手数料 不在者投票事務取扱手数料)

・  「4票所設置撤去等委託 299千円 (開票所設置撤去 電話交換業務・広報用テープ作成の委託)

・  投票所等借 L料 483千円 (投票所 運搬車両のイ静上料、投票箱送致用タクシー代)

4 これまでの成果 と今後の方向性

|(赫柵 )

新規事業なので該当なし

5 財源内訳

:回県支出金】

【そ の lL】

予算額 国県支出金 市債 その他 一般財源

27,489 27,489
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事 業 説 明 書
2款  4コ  5日  10事業

①
¨

継続   廃止

大綱)

課所名 選挙管理委員会事務局

(施策) (基本事業)

【事 業 名】
【説明項目】

花館財産区議会議員選挙執行経費

花館財産区議会議員選挙の執行について

【26年度】   2,637千円 【25年度】     千円 【増減額】    2,637千円

1 事業の目的

平成 27年 2月 7日 の任期満了に伴う花館財産区議会議員 般選挙の管理執行を行うものである。

2 事業の日標 (数値 目標 )

花館財産区議会議員一般選挙における立候補者について、得票数を確定させ、当選人を決定する。

3 事業の概要

◇  定数 16人
◇  期日前投票 告示日の翌日から投票日の前日までの4日 間 (花館公民館)

◇  不在者投票 告示日の翌日から投票日の前日までの4日 間

◇  当日投票 午前7時～午後 51子 市内5箇所

◇  選挙会 (開 票) 午後61i開始 (花館公民館)

◇  主な予算措置
・  管理者 立会人報酬 400千円 (選挙長・立会人、当日・期日前投票管理者 立会人の報酬)

・  職員時間外勤務手当 1,290千円 (当 日投開票事務・期日前投票事務従事者の時間外勤務手当)

臨時職員等賃金 64千 11(期 日前投票所等事務補助員・投票所設営撤去人夫)

・  立候補者交付物件代等需用費 613千円 (立候補者交付物件、啓発看板、人場券 投票り1]紙 の自]昴1)

入場券発送等役務費 205千 円 (入場券郵送料、不在者投票事務取扱手数料)

・  投票所等イ昔L料 65千 円 (投票所・運搬車両の借上料、投票箱送致用タクシー代)

4 これまでの成果 と今後の方向性

|〈赫 m)

新規事業なので該当なし

12款 2項 1曰 花館財産区議会議員選挙費負ユ企 2,637,000円

5 財源内訳

予算額 国県支出金 市債 その他 一般財源

2,637 2,637 0

【EI界支|1金】

【そ の 他】

1-5



事 業 説 明 書
3欺  6項  】曰 20事業

新規  C) ・ 廃止

姉 策の大綱)生活の安全 ′心確保        範 策)消 防 防災の充実

課所名  総務部 総合防災課

〈基本事業〉防災体制の充実 強化

【事 業 名】 復興支援事業費
【説明項目】 東日本大震災における復興支援事業の実施について

【26年度】   4,603千 円 【25年度】   2,838千円 【増減額】    1,765千 円

1 事業の 目的

東日本大震災の発生における復興支援として、市内避難者へのサポー トは元より、被災地の状況等を
見極めながら、息の長い長期的な支援活動を継続して被災地の復興を支援するもの。

2 事業の 目標 (数値 目標 )

0市 内避難者への継続支援の実施
⇒ 31世帯 71名 (H2512月 末現在)への支援活動を継続 して実施する。

0大 由の花火招待事業の継続実施
⇒H26年 度招待予定人数 :250名 程度 (県外招待者 +市内避難者)

3 事業の概要

● 復興支援事業に係る臨時職員雇用経費及び事業費等 ・   1,897千 円

⇒避難者サポー トセンターの機能を保持 しながら、市内避難者等の支援を継続 して実施するもの。

【新規】臨時職員 (1名 )雇用 ※昨年度までは秋田県緊急だ用創出臨時対策基金事業を活月
'。

0大 山の花火招待事業の実施経費 ・ ・ 2,706千 円

⇒被災者の心のケアを目的として、東 日本大震災発災後から4年連続で実施するもの。

くくH23～ H25年 度〉〉

対象 白治体等
官古市 。人船渡市 大槌町

陸前高田市・市内避難者 等

招待人数
(実績)

I125:253名
H24:287名
H23:286名

送迎方法 腱 目等による送迎

くくH26年 度〉〉

対象自治体等
首古市 大槌町・市内避難者

官城県気仙沼市 南三陸町

招待人数
(予定)

H26:250名 程度

(大型バス 5台で運用)

送迎方法 現地バス会社による送迎

⇒

※)事業内容を見直 しつつ、前年同規模で実施。

4 これまでの成果 と今後の方向性

東日本大震災の発災直後から、震災により被災された方々を「大由の花火Jに招待し、心身の疲労を
癒し今後の復興に向け英気を養つていただいた。平成 26年度は、招待対象自治体や送迎方法の一部を
見直しながら、同事業を継続して実施する。

また、市内避難者等に対する継続的なサポー ト体需1の維持に努めていく。

《H25年度の実績見込みを踏まえた事務事業評価の見直し内容》

東日本大震災の発災直後から、太平洋沿岸被災地に対する様々な支援に取り組んで
きた。
今後も、復興に向けて自治体や関係各団体及び個人がそれぞれの立場において、被

災地に寄り添つた支援を実施できるよう、息の長い長期的な復興支援活動を継続して
いく必要がある。

総合評価
(今後の方向性 )

改善しながら
継続

5 財源内訳

:国県支出金】
:そ の 他】

予算額 国県支出金 市債 その他 一般財源

4,603 4,603
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事 業 説 明 書
9款  l lt  2日  l事 業

新規  (□)  廃上 課所名  総務部 総合防災課

鮨 災の大綱)`Llrの安全 安心確保        帷 策)消 防 防災の充実             に 本 lt業 ),肖 防力の充実 強イと

【事 業 名】

【説明項日】

消防団員報酬

消防団員に支給する年報酬について

【26年度】   49,890千円 【25年度】  46,168千円 【増減額】    3,722千円

1 事業の目的

消防団員へ年報酬を支給する。

2 事業の目標 (数値 目標 )

災害現場等の危険筒所において従事する消防団員の処遇を改善するため、報酬額を引き上げる。

事業の概要

委員等報酬 49, 890千 円
消防団員年報酬     49, 768千 円

3

消防委員会委員報酬   ・

根拠法令 :「大仙市特別職の職員で非常勤のものの報酬、費用弁償に関する条例J第 5条

「消防団を中核 とした地域防災力の充実強化に関する法律」
【報酬の増額】

団長 82,000円 → 86,000円 (4,000円 :49%)
畠1団長 70,000円 → 73,000円 (3,000円 :43%)
支団長 70,000円 → 73,000円 (3,000円 :43%)
目1支団長 60,000円 → 66,000円 (6,000円 :100%)
分団長 45,000円 → 49,000円 (4,000円 :89%)
副分団長 36,000円 → 39,000円 (3,000円 :83%)
部長 33,000円 → 86,000円 (3,000円 :91%)
班長 32,000円 → 35,000円 (3,000円 :94%)
冨」班長 31,000円 → 34,000円 (3,000円 :97%)
団員 30,000円 → 33,000円 (3,000円 :100%)

第 13条により団員の処遇を改善する。

122千 円 (6, 100円 ×20名 )

4 これまでの成果 と今後の方向性

防災活動の担い手である消防団員を確保するため、報酬 手当等の処遇を改善し地域防災力の強化に努
める。

《H25年度の実績見込みを踏まえた事務事業評価の見直し内容》

必要性 :根拠法令により、年報酬の支給を要する。
有効性 効率性 :支給額の引き上げにより消防団員の処遇改善が図られる。

5 財源内訳

【国界支111企 】

【そ の 他】

予算額 国県支出金 市債 その他 一般財源

49,890 49,890
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事 業 説 明 書
9款  l llt  2日  12事業

新規 ・⑬∋)・ 廃上
〈施策の大綱〉 生活の_‐全 安心確保        (施 策),肖 防 防災の充実

課所名  総務部 総合防災課

∝ 木事業)消 防力の充実 強化

【事 業 名】 消防団管理運営費

【説明項目】 消防団運営、出動費用弁償支給及び被服更新等経費について

【26年度】   53,141千円 【25年度】  35,600千円 【増減額】    17,541千円

1 事業の 目的

消防団員が出場 した訓練・会議等における費用弁償の支給並びに被服等を貸与するなど、団員が円滑に
活動できる環境づくりを目的とする。

2 事業の日標 (数値 目標 )

全団員へ訓練等に出場した費用弁償の支給、被服等の貸与を実施する。

3 事業の概要

● 旅費 32, 951千 円
消防団員出動費用弁償     31, 969千 円 (03,500円 ×延出動人員 9,134人 )

根拠法令 :「大仙市特別職の職員で非常勤のものの報酬、費用弁償に関する条例」第 5条
団幹部研修・職員随行等旅費     982千 円

● 消耗品費等 19, 190千 円
【新規】団員活動服更新 023,398円 ×710人 -16,610千 円 (平成26～ 27年度 (2箇年)で更新)

根拠法令 :「大仙市消防団員被服給貸与規則J第 3条参照
活動服一式、アポロキャップ 1個 使用期限 10年
その他消耗品 2,580千 円

● その他経費 (報償費、交際費等) 1, 000千 円

必要性 :根拠法令により、費用弁償支給、被服更新、貸与を要する。
有効性 効率性 :費用弁償の支給、活動服の貸与等により円滑な活動が図られる。

4 これまでの成果 と今後の方向性

全国的に消防団員は減少傾向にあるが、募集等を推進しマンパワー確保に努め、消防団員が活動しやす
い環境づくりを構築し、更には資機材等の更新 整備も図りながら万全な体制を図り「災害に強いまちづ
くり」を目指す。

総合評価
〈今後の方向■)

改善しながら
継続

5 財源内訳

【国県文出金】
【そ の 他】

予算額 国県支出金 市債 その他 一般財源

53,141 53,141
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事 業 説 明 書
9款  1項  3目  11事業

新規  G動)・ 廃JL

鮨 策の大綱)生 活の安全 安 い確保        帷 策)消 防 防災の充実

課所猛  総務部 総合防災課

(苺オ■笑)消 防力の充実 強化

【事 業 名】 消防施設・設備整備費

【説明項目】 消防施設、資機材の新設・更新等の経費について

【26年度】   26,495千 円 【25年度】  46,839千 円 【増減額】  △ 20,344千円

1 事業の 目的

経年劣化が著しい消防施設 (格納庫、ホース乾燥塔)の改築、資機材 (車両、小型動カポンプ)の更新経
費。

2 事業の 日標 (数値 目標 )

市内各地域に設置している消防施設・設備等は、定期点検を実施し災害に備えているものの、経年劣化が

著しい資機材も多数ある。
このことから、市民の財 ll・ を守り、災害に強いまちづくりを目指すことからも年次計画により順次更新、

設置を要するものである。
(参考)4ヽ型ポンプ 190台、積載車 71台、防火水槽 1,139簡所、消火栓 1,070笛所

3 事業の概要

● 消防施設改修等  ・・・ 10,885千円
(大山)消防格納庫新設 (大花町地区)2,074千円
(神岡)消防サイレン塔撤去・ホース乾燥塔設置 (北構同地FX)1,106千円
(西仙北)サイレン移設 (上川字半道寺地区) 734千円
(協和)サイレン塔交換 (― ノ渡地区)1,188千円
(南外)消防格納庫改築工事 (無尻橋地区) 1,991千 円
(仙 北)ホース乾燥塔新設工事 (横堀地区、堀見内地FX) 648千 円
(太 日)消防格納庫改築工事 (二本扇地区) 2,799千 円
(太 日)ホース乾燥塔新設工事 345千円

● 消防資機材更新  ・・・ 15,610千円
小型動カポンプ 3台更新  (中仙・協和 太日)

小型動カポンプ付積載車 1台更新  (神 日)

積載車 (車両のみ)1台更新  (西仙北)

(参考)ヽ4成 25年度は小型動カポンプ1台更新 (南外)、 積載市更新 (神 岡1台、西仙北1台、太口2台 )

4 これまでの成果 と今後の方向性

消防団員が使用する消防施設・設4m~は、常日頃より定期点検を実施し非常時に備えているが、設備等の経
年劣化が著しい状況である。

このことから、小型動カポンプ等資機材を年次計画により更新・整備 し、万全な体制を図り「災害に強い

まちづくり」を日指す。

(25年度の実績見込みを踏まえた事務事業評価の見「

必要性 :消火用資機材であることから、耐用年数、
有効性・効率性 :災害時の被害を最小限に抑えらオ

5 財源内訳

予算額 国県支出金 市債 その他 一般財源

26,495 15,500 963 10,032

債】 21ま1項7日 消防施設設備整備事業債

:そ 他】 20款5項3日   物件移転補償金
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事 業 説 明 書
9放  1項  5日  10■業

課所名  総務部 総合防災課新規  G∋)・ 廃止
飾 策の大綱)生活のを全 な い確l・         碗 策)消防 防災の充実 (基本 Ⅲ業)防災体制の充実 強化

【事 業 名】

【説明項目】
防災対策費

防災対策に係る事業の実施について

【26年度】   6,526千 円 【25年度】   4,836千円 【増減額】    1,690千円

1 事業の 目的

大仙市地域防災計画に基づき、市の地域における大規模災害に対処するため、総合的かつ計画的な防
災対策を行い、市民の生命、身体及び財産を保護するとともに被害を軽減することを目的とする。

2 1事業の 日標 (数値 日標 )

0地 域防災計画書の改訂 (150部)… 防災関係機関及び市議会議員等へ配付する。

0本 庁 (1台 )及び各支所 (7台 )に衛星携帯電話を配備する。

3 事業の概要

0地 域防災計画書 [改訂]印刷製木経費  ・・ 1,020千 円

⇒災害対策基本法等、各法律の改正に伴 う印刷製本費。

● 衛星携帯電話機の購入に係る経費  ・  2,698千 円

→新秋田県総合防災情報システムの導入に伴い、有事の際における本庁 支所間での情報伝達手段の

見直しを図るもの。

【新規1衛星携帯電話購入費 電話料 新規契約事務手数料・設置工事費 (本庁舎分)

〈くI126`l‐度から〉〉

:平成 26年 度 :

:新システムヘ
:

:  移 F  :

⇒ :支所以テム:⇒
:  は閉螢  :

その他の経費 ・・・

⇒防災委員報酬・旅費

2,808千 円

・コピー機保守料・災害備蓄品購入費・通信運搬費 訓練災害補償準掛金 等

【新規】衛星携帯電話購入費

4 これまでの成果 と今後の方向性

現在、地域防災計画の全面的改正を行つており年度内の策定に向け取り組んでいるが、今後も必要に
応じて適宜修正を加え、市民が安全に暮らせるまちづくりを推進していく。

また、平成 26年度内に新秋田県総合防災情報システムが導入されることから、当市における有事の

際の本庁・支所間の情報伝達手段の在り方を再構築し、防災体市1の充実 強化を図つていく。

《H25年度の実績見込みを踏まえた事務事業評価の見直し内容》

東日本大震災の教訓及び県地震被害想定調査の結果、また、最近の大雨被害等を踏
まえ、地域防災計画の全面的な見直しを現在行つている。
今後、同計画を災害対策の根幹と位置づけ各種災害に対する活動計画として機能さ

せるとともに、併せて災害に強いまちづくり事業と密接に連動させながら、各種防災
対策を実施していく。

総合評価
(今後の方向■)

改善しながら
継続

5 財源内訳

【FI界 支|11全 】

【そ の 他】

予算額 国県支出金 市債 その他 一般財源

6,526 6,526
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